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人口と世帯（平成18年11月1日現在）1,757世帯（±0）男2,792 人（－2）女2,921 人（－3）計5,71 3（－5）

秋晴れの午後にりんご狩り
稲の脱穀が終わり、紅葉が郷まで降りてきた好天の午後、

片品小友遊クラブの行事でりんご狩りが行われました。お目
当ての真っ赤なりんごが採れて思わずにっこり。

（10/30 菅沼・林檎亭）
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平

成

1  7  

度

決

算

歳入款別決算状況歳出款別決算状況

平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
各
決
算
が
９
月

定
例
村
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
は
、
歳
入
が
４
１
億
４
６
０
万
９，

２
５
５
円
、

歳
出
が
４
０
億
５
４
万
６，

７
５
４
円
で
差
引
き
残
金
１
億
４

０
６
万
２，

５
０
１
円
が
次
年
度
繰
越
金
と
な
り
ま
し
た
。

この数字は平成１８年３月３１日
の人口5 , 7 9 5人で単純に割ったもの
です。法人関係は含まれていません。

平成１７年度予算決算総括表（単位　千円）

公営企業会計（単位　千円）

区　分 項　目 予　算 決　算

収益的収入 398,764 360,562

収益的支出 408,701 391,729

資本的収入 20,000 20,000

資本的支出 76,247 75,892

観 光 施 設

事 業 特 別

会 計

区　分

一般会計 4,090,141 4,090,141 4,104,609 4,000,547

国保会計 714,401 714,401 723,019 699,609

老保会計 660,745 660,745 666,812 650,684

簡水会計 108,846 108,846 115,334 104,604

農集排会計 91,707 91,707 91,808 90,070

下水道会計 193,545 193,545 191,411 189,277

介護会計 290,245 290,245 294,748 282,093

合　計 6,149,630 6,149,630 6,187,741 6,016,884

予　　　　　算 決　　　　　算
歳　入 歳　出 歳　入 歳　出

１人当り

議　会　費 12,891 円

総　務　費 144,571 円

民　生　費 95,456 円

衛　生　費 72,507 円

農　林　水 70,515 円

商　工　費 16,230 円

土　木　費 58,161 円

消　防　費 25,281 円

教　育　費 94,696 円

計　　590,308 円

村
民
一
人
当
た
り
に
使
わ
れ
る
お
金

村
民
一
人
当
た
り
の
村
税
負
担
額

１人当り

村　民　税 16,312円

固定資産税 68,246円

軽自動車税 2,372円

村たばこ税 6,893円

入　湯　税 949円

計　 94,772 円

平成17年度

歳
入
年
度
別
決
算
状
況
（
過
去
５
年
間
）

村
税
の
推
移
（
過
去
５
年
間
）

地
方
交
付
税
の
推
移
（
過
去
５
年
間
）

歳
出
年
度
別
決
算
状
況
（
過
去
５
年
間
）
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片品村人事行政の運営状況の公表
この公表は、片品村の人事行政の運営の実態について、お知らせするものです。

任免及び職員数に関する状況
・職員数（臨時を除く） （単位：人）

勤務時間その他の勤務条件の状況
（１）勤務時間

分限及び懲戒処分の状況（平成１７年度） 服務の状況（平成１７年度）

職員研修及び勤務成績の評定の状況（平成17年度） 福祉及び利益の保護の状況(平成17年度）

（１）職員研修の実施状況　　　　　　　　　　　　　　　（１）福利厚生制度

（２）勤務成績の評定　　　　　　　　　　　　　　　　（２）公務災害補償制度

公平委員会に係る業務の状況（平成17年度）

（２）年次有給休暇の取得状況　　　　　　　　　（３）その他の休暇

（４）特別休暇の種類

※平成17年1月1日～12月31日の状況　　　　　　　　　　　※（ ）内数字は休職者

給与の状況（平成１８年４月１日現在）
(1）１人あたりの支給額　　　　　　　　　（２）初任給基準

（３）手当制度の状況

85 8 77

17 17

3 1 4

7 7

112 8 1 105

区　分

一 般 職

保 育 士 等

保 健 師

技 能 労 務 職

合 計

平成１７年度
当初職員数

平成１７年度末
退職者

平成１８年度
採用者

平成１８年度
当初職員数

平均給料月額

322,900

213,300

平均年齢

43.1歳

47.8歳

大学卒 短大卒 高校卒　

170,200 151,000 138,400

135,600

区 　 　 分

一 般 行 政 職

技 能 労 務 職

区 　 　 分

一 般 行 政 職

技 能 労 務 職

・配偶者　月13,000円　・その他　月6,000円（３人目以降は5,000円）
（被扶養者のうち15歳～22歳の者は5,000円加算）

・自家用車等で通勤する場合、通勤距離に応じ月2,000～24,500円
・公共交通機関を利用して通勤する場合、交通機関に係る運賃等の額　

・新築住宅等住宅取得５年まで月額2,500円
・借家等居住　家賃等に応じて支給27,000円上限

・給料月額×役職に応じた支給率（８～１０％）

・勤務時間に応じて課長職1回9,000円　・課長補佐職1回6,000円

・伝染病防疫作業　日額300円以内　・死体等処置作業　日額450円
・観光事業に従事する職員　給料月額の10％以内

・勤務日における時間外勤務手当１時間につき当該職員の時間単価×1.25倍（深夜は1.5
倍）・週休日における時間外勤務１時間につき当該職員の時間単価×1.35倍（深夜1.6倍）

・勤務１時間につき当該職員の時間単価×1.35倍（深夜勤務は1.6倍）

・１回4,200円　　　　　　

・世帯主である職員　扶養親族に応じて 10,200円～17,800円
・その他7,360円（これは月額支給額であり、11月から5ヶ月間とする）

扶 養 手 当

通 勤 手 当

住 居 手 当

管 理 職 手 当

管理職特別勤務手当

特 殊 勤 務 手 当

時 間 外 手 当

休 日 勤 務 手 当

宿 日 直 手 当

期 末 勤 勉 手 当

寒 冷 地 手 当

特定幹部職員

・期末手当6月期1.2月分、12月分1.4月分

・勤勉手当6月期0.925月分、12月分0.925月分

一般職員

期末手当6月期1.4月分、12月分1.6月分

勤勉手当6月期0.725月分、12月分0.725月分

内　　　　容　　　　等手 当 名

ラスパイレス指数（国家公務員給与水準を100とした場合の片品村職員の給与水準）

※平成１７年度全国平均98.0 群馬県平均97.0

区　　　分 平成17年度 平成16年度 平成15年度 平成14年度

一般行政職 90.2 89.8 92.1 93.4

区　　分
勤 務 時 間

始業時間 終業時間

一般行政職 午前8時30分 午後5時15分

区　　分 使 用 実 績 消 化 率

一般行政職 平均使用日数
12日

29.4％

区　　分 病気休暇 介護休暇 出産休暇

平成17年度中に新規
及び継続中の職員数

3（１） 0 2

○選挙権その他公民としての権利の行使○証人、鑑定人、参考人等として国会、裁判所、地方公共団体

の議会その他の官公署への出頭○骨髄液の提供のための休暇○社会貢献活動のための休暇○結婚休暇○

出産休暇○職員が生後満１年に達しない子の保育休暇○妻の出産休暇○生理休暇○妊婦の通勤緩和のた

めの休暇○妊産婦の健康診査等のための休暇○子の看護のための休暇○忌引休暇○父母の追悼のための

法要休暇○夏季休暇○地震、水害、火災その他の災害による職員の現住居の滅失又は損壊○地震、水害、

火災その他の災害又は交通機関の事故等により出勤することが著しく困難な場合○地震、水害、火災そ

の他の災害時において、出勤途上に身体の危険を回避する場合○その他村長が定める場合

○介護休暇○組合休暇

有給休暇

無給休暇

免 職

降 任

休 職

降 給

失 職

免 職

停 職

減 給

戒 告

訓 告 等

処 分 内 容 処分者数 処分事由区

分限処分

な　し

な　し

1

な　し

な　し

心身の故障

懲戒処分

命 令 に 従 う 義 務

信用失墜行為の禁止

秘 密 を 守 る 義 務

職務に専念する義務

政 治 行 為 の 制 限

争 議 行 為 等 の 禁 止

営 利 企 業 従 事 制 限

処 分 内 容 違反者数

な　し

研修区分 受講者数 研修内容等

研修所研修 8人 群馬県地方自治職員研修

各種専門研修 1人 専門知識等

職場内修 16人 研修委員会

合　計 25人

区　分 受講者数 内　　容

85 ドック受診者

27 上記以外の者

合　計 112

総合検診

評定時期 評定結果

成績良好 成績不良

成績不良に
係る主な事由

平成17年4月 58人 0人

平成17年7月 15人 0人

平成17年8月 0人 1人 心身の故障

平成17年10月 7人 0人

平成18年1月 22人 0人

計 102人 1人

加入団体 件数 災害の概要

２件 頭部打撲他地方公務員災害
補償基金群馬県支部

内　容　　　　　　　　　　 要求件数

勤務条件に関する措置の要求　　　０件

不利益処分に関する不服申立て　　０件

その他　　　　　　　　　　　　　０件
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埼
玉
県
蕨
市
と
の
間
で
結
ん
で

あ
る
「
ふ
れ
あ
い
交
流
協
定
」
が

10
周
年
を
迎
え
、
田
中
啓
一
市
長

と
染
谷
一
子
議
長
が
来
村
し
、
役

場
応
接
室
に
て
10
周
年
記
念
調
印

式
を
行
い
ま
し
た
。

千
明
村
長
は
、
ふ
れ
あ
い
交
流

協
定
締
結
10
周
年
の
お
祝
い
に

「
交
流
を
よ
り
一
層
深
め
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
田
中
市
長
は
「
蕨

市
は
人
口
密
度
が
日
本
一
高
い
市

だ
が
、
片
品
村
は
緑
が
た
く
さ
ん

あ
り
、
本
当
に
良
い
所
で
住
ん
で

み
た
い
。
市
役
所
の
中
に
片
品
村

と
交
流
を
担
当
す
る
ポ
ス
ト
を
作

り
、
よ
り
一
層
の
市
・
村
民
の
交

流
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶

を
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
千
明

村
長
、
星
野
議
長
、
田
中
市
長
、

染
谷
議
長
の
４
人
が
、
同
協
定
記

念
確
認
書
に
署
名
を
行
い
、
今
後

の
相
互
交
流
の
発
展
を
誓
い
ま
し

た
。片

品
村
と
蕨
市
は
、
平
成
８
年

10
月
14
日
に
ふ
れ
あ
い
交
流
協
定

を
締
結
し
た
の
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
交
流
を
始
め
と
し
て
、
文
化

展
で
の
絵
画
・
写
真
作
品
交
換
展

示
、
機
祭
り
や
宿
場
祭
り
で
片
品

物
産
品
の
出
展
、
蕨
市
防
災
演
習

へ
の
参
加
、
サ
マ
ー
パ
ー
ク
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
尾
瀬
太
鼓
の
演
奏

な
ど
毎
年
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
文
化
協
会
写
真
部
、
俳
句

作
家
協
会
の
交
流
、
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
な

ど
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
数

年
で
は
、
ド
イ
ツ
・
リ
ン
デ
ン
市

の
学
生
も
含
め
た
わ
ら
び
国
際
青

少
年
キ
ャ
ン
プ
な
ど
で
交
流
を
深

め
て
い
ま
す
。
今
後
も
両
市
村
の

交
流
で
地
域
振
興
が
活
性
化
す
る

こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
交
流
協
定
締
結

10
周
年
記
念
式
典
で
確
認
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。相互交流の発展を誓い握手する

田中市長と千明村長（10月11日）

市
長
、
市
議
会
議
長
と
歓
談
の

村
長
、
議
長
、
教
育
長

片
品
村
の
主
産
業
で
あ
り

ま
す
観
光
業
に
つ
い
て
は
、

多
い
年
は
年
間
３
８
０
万
人

を
数
え
ま
し
た
が
、
近
年
は

２
３
０
万
人
と
減
少
し
て
お

り
ま
す
。
バ
ブ
ル
崩
壊
な
ど

減
少
す
る
要
因
も
あ
り
ま
す

が
、
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

て
、
観
光
客
が
増
加
で
き
る

よ
う
に
し
た
い
と
多
く
の
関

係
者
が
望
ん
で
い
る
こ
と
と

存
じ
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
広
報

か
た
し
な
10
月
号
に
も
掲
載

致
し
ま
し
た
片
品
村
観
光
協

会
事
務
局
長
の
募
集
で
あ
り

ま
す
。
現
在
は
、
役
場
職
員

を
派
遣
し
て
対
応
し
て
い
ま

す
が
、
派
遣
職
員
は
行
政
経

験
は
あ
っ
て
も
観
光
業
の
経

験
や
知
識
も
少
な
く
大
変
苦

労
し
て
お
り
ま
す
。
観
光
協

会
の
自
立
を
目
的
と
し
て
村

内
外
か
ら
優
秀
な
人
材
を
求

め
て
、
今
後
の
片
品
村
の
観

光
振
興
に
結
び
付
け
て
行
き

た
い
と
考
え
て
公
募
い
た
し

ま
し
た
。

又
、
平
成
19
年
度
は
広
報

で
ご
承
知
の
と
お
り
、
片
品

村
職
員
を
１
名
募
集
い
た
し

ま
し
た
。
村
内
外
か
ら
応
募

が
あ
り
ま
し
て
、
一
次
試
験

は
群
馬
県
町
村
会
に
委
託
を

し
て
教
養
試
験
を
行
い
ま
し

た
。
二
次
試
験
は
、
村
に
お

い
て
面
接
等
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
両
試
験
に
村
内
受
験

者
も
、
ま
ず
ま
ず
の
成
績
で

あ
り
ま
し
た
が
、
村
外
の
方

が
そ
れ
以
上
の
優
秀
な
結
果

で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め

群
馬
大
学
卒
業
予
定
者
を
新

年
度
の
採
用
予
定
に
内
定
い

た
し
ま
し
た
。
地
方
分
権
に

よ
り
ま
し
て
地
方
自
治
体
は
、

今
後
益
々
行
政
需
要
も
複
雑

多
岐
に
わ
た
り
、
少
な
い
職

員
で
多
く
の
要
望
に
対
応
し

て
住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め

る
た
め
に
は
優
秀
な
人
材
確

保
が
必
要
で
あ
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
温
か
い
ご
理
解
と

ご
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

10
月
15
日
、
練
馬
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
、
記
念
式
典
の
中
で
、
レ

ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
贈
呈
セ
レ
モ
ニ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
練
馬
区
の
花

が
ツ
ツ
ジ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
片

品
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
を
贈
呈
す
る

こ
と
に
よ
り
、
両
自
治
体
の
交
流

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
は

練
馬
区
民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、
駅
前
の
「
平

成
つ
つ
じ
公
園
」
に
植
え
ら
れ
ま

す
。

ま
た
、
出
展
ブ
ー
ス
で
は
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
や
特
産
品
の

販
売
等
を
行
い
ま
し
た
。
土
出
出

身
で
練
馬
区
在
住
の
方
に
も
早
朝

よ
り
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
片
品

村
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

片
品
村
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
練
馬
区
へ

片品村のレンゲツツジ贈呈セレモニーで
千明村長から受け取る志村区長

大賑わいの中、手伝っていただいた萩原さん

会長の星野大吉さん

武尊神社で説明にメモをとる生徒

利
根
沼
田
繁
殖
和
牛
共
進
会

利
根
沼
田
繁
殖
和
牛
共
進
会
が
10

月
６
日
（
金
）、
川
場
村
の
Ｊ
Ａ
利

根
沼
田
畜
産
部
内
で
開
か
れ
、
第
６

部
で
下
平
の
星
野
住
一
さ
ん
所
有
の

「
い
と
く
に
７
の
７
」
が
優
等
賞
に

次
ぐ
、
一
等
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

こ
の
共
進
会
は
繁
殖
和
牛
の
飼
養

技
術
の
向
上
な
ど
を
目
指
し
て
実
施

さ
れ
、
第
１
部
か
ら
第
８
部
ま
で
合

わ
せ
て
43
頭
が
参
加
。
発
育
状
況
、

大
き
さ
、
体
格
、
骨
格
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
部
門
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を

採
点
し
ま
す
。

片
品
村
か
ら
唯
一
の
参
加
に
な
っ

た
星
野
住
一
さ
ん
は
第
６
部
（
多
産

牛
の
部
…
５
回
以
上
子
牛
を
出
産
し

て
い
る
母
牛
の
部
）
に
出
品
し
、
11

頭
中
第
２
位
と
な
り
、
見
事
に
一
等

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

星
野
住
一
さ
ん
（
下
平
）

見
事
一
等
賞
！

自
然
保
護
の
分
野
に
お
い
て
顕

著
な
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
、
シ

ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会
が
群
馬
県

環
境
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

10
月
15
（
日
）
群
馬
県
庁
昭
和

庁
舎
正
庁
の
間
に
お
い
て
受
賞
式

が
行
わ
れ
、
会
長
で
あ
る
星
野
大

吉
さ
ん
が
授
賞
式
に
出
席
し
ま
し

た
。
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会
は
、

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
た
め
に
鹿

の
食
害
や
盗
難
防
止
の
た
め
の
保

護
柵
設
置
、
苗
の
移
植
な
ど
の
活

動
を
行
っ
て
お
り
、
少
し
ず
つ
で

は
あ
る
が
効
果
が
現
れ
て
き
て
お

り
ま
す
。

今
後
も
こ
の
活
動
に
よ
り
白
根

山
や
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
の
保
護
と
繁

殖
活
動
に
よ
り
次
世
代
に
素
晴
ら

し
い
自
然
が
継
承
で
き
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
期
待
し
ま
す
。

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会

群
馬
県
環
境
賞
を
受
賞

10
月
５
日
（
木
）
尾
瀬
高
校
で
は

１
年
生
を
対
象
に
「
地
域
活
性
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
地
域
探
検
」
と
し
て

片
品
に
あ
る
豊
か
な
自
然
、
文
化
財
、

及
び
技
能
知
識
を
持
っ
た
人
な
ど
の

地
域
財
産
を
再
発
見
す
る
第
一
回
目

の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
１
・
２
・
４
・
８
区

に
出
向
き
、
地
域
案
内
人
に
よ
り
道

祖
神
、
野
菜
畑
、
地
場
産
業
の
説
明

や
地
元
の
人
か
ら
聞
く
今
昔
を
熱
心

に
書
き
留
め
て
い
ま
し
た
。
地
域
案

内
人
と
し
て
「
ぐ
ん
ま
文
化
観
光

社
・
片
品
」
と
地
元
の
皆
さ
ん
に
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

感
想
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

○
ミ
ニ
大
根
は
普
通
の
大
根
よ
り
甘

く
て
お
い
し
か
っ
た
。
片
品
の
味
を

色
々
な
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
し
た
。（
築
地
班
）

○
上
幡
谷
の
武
尊
神
社
は
一
つ
の
木

か
ら
出
来
て
い
る
な
ん
て
と
て
も
驚

い
た
。（
摺
渕
班
）

○
普
通
に
見
た
ら
た
だ
の
家
で
す
が

米
を
精
米
し
た
り
、
み
そ
を
作
っ
た

り
目
線
を
変
え
る
だ
け
で
興
味
深
い

物
が
沢
山
あ
っ
た
。（
東
小
川
班
）

○
夢
呑
の
お
店
は
主
人
の
手
作
り

で
、
木
を
再
利
用
し
た
ア
イ
デ
ィ
ア

が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。（
鎌
田
班
）

次
回
は
、
11
月
下
旬
に
行
い
ま
す
。

尾
瀬
高
校
の
地
域
探
検
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“片
品
大
白
祭
と
尾
瀬
の
収
穫
祭
”
盛
大
に
開
催

10
月
14
・
15
日
と
尾
瀬
わ
く

わ
く
体
験
郷
に
於
い
て
「
２
０

０
６
片
品
大
白
祭
と
尾
瀬
の
収

穫
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
個
別
に
行
わ
れ
て

い
た
祭
り
は
今
年
か
ら
名
称
も

新
た
に
合
同
で
実
施
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
祭
り
は
、
２
０
０
６
片

品
大
白
祭
と
尾
瀬
の
収
穫
祭
実

行
委
員
会
と
地
域
の
関
係
者
が

一
体
と
な
り
「
観
光
と
特
産
物

の
紹
介
な
ど
で
地
域
の
活
性
化

を
目
指
す
」
こ
と
を
目
的
に
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
村
内
外
、
合
わ

せ
て
38
団
体
が
出
店
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
、

朝
霞
な
る
こ
チ
ー
ム
「
粋

い

っ
き
」
な
ど
が
出
演
し
会
場

を
盛
り
上
げ
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
農
産
物
・
加
工
品

な
ど
片
品
村
を
代
表
す
る
産
品

が
集
合
し
、
展
示
即
売
さ
れ
、

各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
家
族
連

れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

10
月
21
日
土
の
午
後
、
片
品
村
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
５
回
子
ど

も
ク
ラ
ブ
Ｔ
・
Ｋ
の
わ
ら
細
工
づ
く
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

越
本
の
笠
原
良
和
さ
ん
、
笠
原
義
蔵

さ
ん
、
戸
倉
の
星
野
博
さ
ん
、
鎌
田
の

小
野
正
三
郎
さ
ん
に
ご
指
導
い
た
だ

き
、
と
お
か
ん
や
で
使
う
つ
ち
を
作
り

ま
し
た
。

ミ
ョ
ウ
ガ
の
茎
を
芯
に
し
、
わ
ら
を

巻
い
て
、
木
の
ツ
ル
で
絞
め
て
い
き
ま

し
た
。
は
じ
め
は
、
な
か
な
か
う
ま
く

い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
親
子
で
力
を

合
わ
せ
て
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
う
ま
く
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
３
本
も
４
本
も
作
る
子
ど
も
い

ま
し
た
。
と
お
か
ん
や
の
行
事
に
役
立

つ
と
い
い
で
す
ね
。

ご
協
力
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

子
ど
も
ク
ラ
ブ
Ｔ
・
Ｋ

ー
わ
ら
細
工
に
挑
戦
ー

わくわく体験郷の建物を囲むように出店が並んだ

一度は見たい迫力ある鳴子踊り

そば打ち体験

糸を張りまっすぐに

気持ちと力をこめてわらを巻く
参加者

バームクーヘン作り体験 片品未来の料理体験

2006

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
協
力
し
て

活
動
し
、
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
郷
土

愛
を
育
む
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
行
う

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
。
第

３
回
目
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
は
、

10
月
21
日
（
土
）
の
９
時
か
ら
尾
瀬

大　
橋　
交　
差　
点　
付　
近　
で　
行　
わ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

青
少
年
健
全
育
成
推
進
員
の
協
力

を
得
て
、
今
回
は
子
ど
も
大
人
合
わ

せ
て
約
10
名
の
方
が
参
加
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。
皆
で
糸
を
張
っ
て
ま
っ

す
ぐ
に
さ
く
を
切
り
、
赤
・
黄
・
紫

の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
を
植
え
ま

し
た
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
作
業
の

あ
と
は
、
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
を
作
っ
て

お
や
つ
に
し
ま
し
た
。
来
年
の
雪
解

け
が
楽
し
み
で
す
。

今
年
度
３
回
の
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
ご
協
力
し
て
下
さ
っ
た
方
々
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

第
３
回
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

球
根
植
え
活
動
実
施

1 0月1日から2 2日までの間、花の駅広場におい

て、毎年恒例のかかし祭りが開催されました。

今年は全長4ｍ近くある大きな作品や、昔なが

らのワラで作ったものなど、村内外から2 8体の手

作りかかしが出品され、来場された方々の目を楽

しませていました。

審査は、一般の皆様にも人気投票をしていただ

き各賞が決まりました。一般投票は1 7 1 5票、審

査員による票を加算した結果、グランプリには若

林三吉さんの「稲姥ウアー」に、準グランプリに

は、片品南保育園の「誕生！トリケラトプス」に

決まりました。

出品していただいた皆様、そして来場されて人

気投票に参加いただいた皆様、大変ありがとうご

ざいました。

グランプリ作品

誕生!トリケラトプス

スティッチゆかいな仲間達 熊の子太郎

片品スキ太郎

片
品
村
子
ど
も
会
ハ
イ
キ
ン
グ
を

10
月
８
日
（
日
）
に
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
浅
間
「
鬼
押
出
し
園
」
に

子
ど
も
会
、
育
成
会
併
せ
て
74
名
の

参
加
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
曇
り
で
風
の
強
い
日
で
し

た
が
、
参
加
し
た
子
ど
も
達
は
元
気

に
浅
間
山
噴
火
の
溶
岩
に
よ
っ
て
出

来
た
奇
勝
地
の
園
内
を
散
策
し
て
き

ま
し
た
。

本
部
・
地
区
役
員
の
み
な
さ
ん

は
、
朝
か
ら
大
変
お
疲
れ
ま
で
し
た
。

第
16
回
片
品
村
子
ど
も
会

ハ
イ
キ
ン
グ
開
催

第
27
回
片
品
村
・
蕨
市
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
交
流
会
が
10
月
21
日
（
土
）

片
品
村
に
於
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

片
品
村
か
ら
11
名
、
蕨
市
か
ら
19
名

の
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

団
員
は
、
片
品
小
学
校
体
育
館
で

ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
し
、
片
品
農
協
わ

く
わ
く
体
験
館
で
、
野
菜
の
収
穫
な

ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

蕨
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
員
と
交
流
を

深
め
、
思
い
出
が
た
く
さ
ん
出
来
た

と
思
い
ま
す
。

交
流
会
に
参
加
の
団
員
、
関
係
者

の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

片
品
村
・
蕨
市

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流
会

寒さに負けず元気にハイキング

快晴の下リンゴを持ってポーズ

第７回かかし祭りが開催されました第７回かかし祭りが開催されました

●グランプリ

若林三吉さん作「稲姥ウアー」

●準グランプリ

片品南保育園さん作「誕生！トリケラトプス」

●一般の部優秀賞

星野文次郎さん作「片品スキ太郎」

●小中学生の部優秀賞

片品北保育園さん作「スティッチゆかいな仲間達」

●特別賞

ききょうデイサービスさん作「龍の子太郎」
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林
　
利
春
　
さ
ん

花
　
咲
　

紅
葉
の
武
尊
高
原
に
ペ
ン
シ
ョ

ン
・
ソ
ネ
ッ
ト
を
訪
ね
た
。
建
物
の

す
ぐ
隣
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
あ
り
、

近
く
を
川
が
流
れ
、
自
然
豊
で
静
か

な
環
境
に
あ
る
。
パ
ン
工
房
を
作
っ

た
の
は
知
っ
て
い
た
が
、
ど
ん
な
パ

ン
を
焼
い
て
い
る
の
か
興
味
が
あ
っ

た
が
試
食
の
機
会
は
な
か
っ
た
。

先
日
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
・
ソ
ネ
ッ
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し
、
焼
き

上
が
り
の
パ
ン
の
画
像
を
見
た
女
子

職
員
の
「
美
味
し
そ
う
」
と
い
う
声

に
誘
わ
れ
取
材
依
頼
の
メ
ー
ル
を
送

っ
て
み
た
。

取
材
依
頼
に
快
い
返
事
を
い
た
だ

い
た
の
で
、
翌
日
金
曜
日
の
朝
、
工

房
に
入
ら
せ
て
い
た
だ
く
と
、
焼
き

上
が
っ
た
パ
ン
が
所
狭
し
と
並
べ
ら

れ
て
い
た
。
紫
イ
モ
、
ラ
イ
麦
パ
ン
、

バ
タ
ー
ロ
ー
ル
、
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ

パ
ン
な
ど
…
。
地
元
の
り
ん
ご
や
小

豆
も
使
用
し
て
い
る
と
言
う
。
金
曜

日
は
発
送
が
多
く
リ
ピ
ー
タ
ー
さ
ん

の
家
や
会
社
に
届
け
ら
れ
る
と
い

う
。
地
元
・
花
咲
の
湯
で
も
販
売
し

て
い
る
と
の
こ
と
。

そ
の
た
め
、
早
朝
か
ら
恵
美
さ
ん

と
二
人
で
工
房
に
入
り
生
地
作
り
か

ら
協
同
作
業
を
行
う
。
手
際
よ
く
練

ら
れ
た
パ
ン
生
地
は
発
酵
さ
れ
窯
に

入
っ
て
い
く
。
焼
き
あ
が
っ
た
熱
々

の
パ
ン
を
い
た
だ
く
と
家
で
朝
食
を

取
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
腹
に

入
っ
て
い
く
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
美

味
し
そ
う
だ
っ
た
の
が
こ
こ
で
納
得

し
た
。

林
さ
ん
は
、
山
形
県
出
身
で
高
校

を
卒
業
す
る
と
調
理
の
仕
事
に
就
い

た
。
有
楽
町
の
ド
イ
ツ
レ
ス
ト
ラ
ン

で
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
や
ド
イ
ツ
パ
ン

を
学
び
、
日
本
人
向
け
の
パ
ン
作
り

は
大
森
で
４
年
程
修
行
し
た
。
そ
ん

な
時
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営
を
目
指
す

若
者
が
修
行
に
来
る
。
自
身
も
自
分

の
店
を
持
つ
こ
と
を
考
え
て
い
た
時

で
、
そ
の
若
者
の
影
響
を
受
け
て
林

さ
ん
も
ペ
ン
シ
ョ
ン
経
営
が
将
来
の

目
標
と
な
っ
た
。

宮
崎
県
出
身
の
恵
美
さ
ん
と
職
場

結
婚
し
て
、
二
人
で
同
じ
夢
を
持
ち

東
京
か
ら
武
尊
高
原
に
引
っ
越
し
て

き
た
の
は
長
男
小
学
５
年
生
、
次
男

が
２
年
生
の
冬
だ
っ
た
。

冬
の
厳
し
い
片
品
で
の
生
活
も
18

年
に
な
り
、
子
育
て
と
ペ
ン
シ
ョ
ン

経
営
を
頑
張
っ
て
き
た
林
さ
ん
。
現

在
は
宿
泊
者
の
方
が
中
心
の
仕
事
だ

が
、
近
い
将
来
、
地
元
の
方
や
別
荘

の
方
に
も
食
べ
て
い
た
だ
き
た
い
と

次
の
計
画
に
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
る

と
い
う
。

焼き上がったパンと作業中の林さん夫婦

発酵中の生地キツネ色になったところで窯から出される

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
体
の
こ
と
　

「
ど
う
し
て
風
邪
を
ひ
く
の
？
」

こ
れ
か
ら
風
邪
が
流
行
す
る
時
期
で
す
ね
。
日
本
人
は
ひ
と
冬
で
、
２
〜
３
回
風

邪
を
ひ
い
て
い
る
よ
う
で
す
。や
っ
と
風
邪
が
治
っ
た
の
に
ま
た
ひ
い
て
し
ま
っ
た
、

な
ん
て
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
風
邪
を
ひ
い
た
時
に
鼻
水
や
熱
が
出
る
の
は
、
治
る
た
め
に
大
切
な
こ

と
で
す
。
ま
た
、
治
っ
て
も
す
ぐ
に
風
邪
を
ひ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、

の
ど
の
箒
役
の
繊
毛
細
胞
が
、
風
邪
で
壊
れ
る
と
治
る
ま
で
に
２
〜
３
日
か
か
り
、

こ
の
間
に
無
理
を
す
る
こ
と
で
別
の
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す
る
た
め
で
す
。

で
は
風
邪
を
予
防
し
早
く
治
す
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
？
風
邪

の
原
因
の
９
割
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
の
ウ
イ
ル
ス
を
退
治
す
る
良
い

治
療
法
は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
結
局
は
十
分
な
休
養
を
と
り
、
自
分
自
身
の

体
が
ウ
イ
ル
ス
に
打
ち
勝
て
る
よ
う
に
し
て
や
る
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
。

次
の

こ
と
に
気
を
付
け
て
、
風
邪
を
よ
せ
つ
け
な
い
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

①
十
分
な
睡
眠
を

夜
は
免
疫
を
高
め
る
リ
ン
パ
球
が
増
え
る
の
で
体
を
休
め
ま
し
ょ
う

②
温
度
・
湿
度
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
　
　
ウ
イ
ル
ス
は
高
温
多
湿
に
弱
い
の
で
、
部
屋

の
温
度
、
湿
度
の
管
理
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

③
バ
ラ
ン
ス
良
く
栄
養
を
十
分
に

ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
や
タ
ン
パ
ク
質
を
多
く
と
っ
て
体
調
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

④
い
つ
も
清
潔
に

外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
手
洗
い
・
う
が
い
を
ま
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

須　
賀　
川　
　　
大　
竹　
　　
久　
代　

四　
十　
雀　
か　
よ　
ふ　
向　
日　
葵　
花　
は　
実　
に　

散　
り　
そ　
め　
て　
天　
に　
も　
地　
に　
も　
百　
日　
紅　

摺　
　　
渕　
　　
木　
村　
　　
佳　
江　

川　
面　
よ　
り　
虹　
立　
つ　
峡　
の　
野　
分　
あ　
と　

小　
春　
日　
や　
こ　
ゑ　
澄　
み　
渡　
る　
尾　
瀬　
の　
鳶　

築　
　　
地　
　　
千　
明　
　　
治　
光　

い　
わ　
し　
雲　
村　
に　
今　
も　
火　
の　
見　
櫓　

秋　
茄　
子　
が　
三　
個　
で　
足　
り　
る　
老　
夫　
婦　

摺　
　　
渕　
　　
千　
明　
　　
政　
夫　

爽　
や　
か　
に　
金　
婚　
式　
の　
妻　
の　
笑　
み　

金　
婚　
の　
金　
杯　
飾　
る　
敬　
老　
日　

鎌　
　　
田　
　　
寺　
岡　
　　
貞　
子　

十　
五　
夜　
の　
月　
を　
う　
ば　
う　
か　
小　
夜　
時　
雨　

夕　
焼　
を　
に　
ら　
む　
案　
山　
子　
の　
団　
十　
郎　

栃　
久　
保　
　　
戸　
丸　
　　
好　
夫　

穂　
芒　
ゆ　
れ　
夕　
日　
染　
め　
て　
風　
の　
道　

十　
三　
夜　
穂　
芒　
の　
影　
虫　
の　
冴　
え　

鎌　
　　
田　
　　
中　
村　
　　
導　
子　

日　
の　
温　
み　
う　
け　
て　
花　
野　
の　
道　
祖　
人　

ま　
り　
一　
つ　
忘　
れ　
転　
が　
る　
月　
の　
庭　

鎌　
　　
田　
　　
福　
田　
二　
三　
四　

す　
ぐ　
其　
処　
と　
言　
う　
道　
遠　
し　
秋　
の　
暮　

淨　
土　
め　
く　
黄　
金　
の　
波　
の　
稲　
穂　
か　
な　

鎌　
　　
田　
　　
星　
野　
　　
歌　
子　

嬰　
児　
は　
未　
来　
の　
星　
よ　
天　
の　
川　

ト　
ン　
ネ　
ル　
の　
奥　
ま　
で　
落　
葉　
巻　
き　
上　
げ　
る　

鎌　
　　
田　
　　
星　
野　
　　
光　
子　

日　
向　
ぼ　
こ　
ま　
た　
も　
始　
め　
る　
医　
者　
談　
義　

き　
の　
子　
飯　
好　
む　
嫁　
と　
の　
夕　
厨　

鎌　
　　
田　
　　
星　
野　
ト　
ミ　
エ　

新　
蕎　
麦　
や　
の　
れ　
ん　
の　
外　
の　
山　
の　
雨　

コ　
ス　
モ　
ス　
に　
風　
の　
さ　
さ　
や　
き　
あ　
ふ　
れ　
け　
り　

花　
　　
咲　
　　
星　
野　
　　
　　
進　

群　
雀　
黄　
金　
の　
波　
に　
吸　
込　
ま　
れ　

菊　
咲　
く　
や　
人　
は　
運　
命　
に　
生　
き　
る　
の　
み　

鎌　
　　
田　
　　
松　
井　
亜　
作　
枝　

花　
持　
ち　
て　
山　
門　
に　
消　
ゆ　
秋　
日　
傘　

古　
し　
ょ　
ぎ　
出　
番　
や　
秋　
日　
豆　
を　
干　
す　

鎌　
　　
田　
　　
吉　
野　
　　
道　
子　

笑　
顔　
し　
て　
手　
を　
振　
る　
友　
や　
白　
芙　
蓉　

落　
日　
や　
中　
禅　
寺　
湖　
に　
舟　
一　
つ　

鎌　
　　
田　
　　
渡　
辺　
　　
和　
昭　

か　
な　
な　
な　
や　
登　
山　
帰　
り　
の　
越　
の　
出　
湯　

木　
道　
行　
く　
若　
き　
ら　
に　
降　
る　
落　
と　
し　
文　

今　
月　
の　
推　
薦　
句　

句　
会　
上　
位　
得　
点　
者　
作　
品　
よ　
り　

鎌　
　　
田　
　　
中　
村　
　　
導　
子　

敬　
老　
を　
寿　
ぐ　
一　
と　
日　
お　
だ　
や　
か　
に　

俳　
句　
募　
集　

今　
の　
季　
節　
の　
俳　
句　

ハ　
ガ　
キ　
に　
五　
句　
以　
内　

〆　
切　
毎　
月　
十　
五　
日　

又　
当　
欄　
え　
の　
ご　
意　
見　
ご　
感　
想　
等　

気　
軽　
に　
お　
よ　
せ　
下　
さ　
い　

宛　
先　
　　
摺　
渕　
　　
千　
明　
　　
政　
夫　

広
報
文
芸

片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
八
年
十
月
俳
句
会

Katashina New Article, Nov
Winter is here; at least that is how I feel.  Ever since arriving at Katashina, I

was told many times to be prepare for the coldness in winter.  I am prepared
for it, but did not expect it to come so early.  Although it gets cold in Vancouver
during winter, it is usually still quite warm until Halloween (Oct 31st).  Katashina,
however, started to cool off around September.  But I am really glad that even
though it has been cold, we have been having sunny days most of the time.
This way, even if the temperature is low, we can still feel the warmth from the
sun. 

冬がもうすぐですね！少なくとも私はそう感じます。片品にきてからという
もの、何度も「冬の寒さには覚悟しておいてね。」と言われました。準備は
していたつもりでしたが、こんなに早くやってくるとは思いませんでした。
バンクーバーでも冬の間は寒くなりますが、たいていハロウイーン（１０月
３１日）の頃までは暖かいです。しかし片品では９月あたりから寒くなり始
めますね。ただ嬉しいのは、寒いですが晴れた日が多いことです。これなら、
気温が低くても太陽の光を浴びれば暖かく感じることができます。

☆生涯学習講座関係
・片品映画会 1日(金)
・子ども会上毛かるた大会 3日(日)
・尾瀬の郷オゾンシアター公演 23日(土)
☆学校関係
・小学校　卒業を祝う会 1日(金)
・第２学期終業式 22日(金)
・冬季休業日 25日(月)～1月7日(日)
◇片小
・友遊クラブ(わなげ･昔遊び) 18日(月)
◇北小
・PTA本部役員会 13日(水)
◇南小
・PTA役員・保護者合同会議 5日(火)
◇武尊根小
・武尊根子ども教室 7日(木)
・桜花苑交流② 15日(金)
◇片中
・期末テスト 11月30日(木)･1日(金)
・生徒会選挙 8日(金)
・１日公開参観日⑤ 14日(木)
・生徒会球技大会 22日(金)

12月

※予定が変更される場合もありますので、
あらかじめご了承ください。

図書室カレンダー

読んでみませんか

『無事、これ名馬』
宇江座真理　著

＊午後1時30分～5時30分開室
＊ はお休みです。
＊□はみやま号巡回日です。

町火消し「は組」の頭、吉蔵と男顔
負けの気性を持つ娘、お栄のもとに、
お武家の坊ちゃん、太郎佐衛門が相談
に現れた。人並み外れた臆病者で泣き
虫な自分を鍛えなおしてほしいと言う
のだが…江戸時代の話とはいえ、わず
か七歳の子どもが、人情も厚いが気も
熱い江戸っ子に見守られ、無事に名馬
になってゆく。
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お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

12
月
４
日
か
ら
「
人
権
週
間
」
が

は
じ
ま
り
ま
す
。

１
９
８
４
年
（
昭
和
23
年
）
12
月

10
日
の
第
３
回
国
連
総
会
に
お
い
て

「
世
界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た

の
を
記
念
し
、
毎
年
12
月
４
日
か
ら

10
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
、
広
く
国
民
に
人
権
意
識
の

高
揚
を
図
っ
て
お
り
、
今
年
で
58
回

目
に
な
り
ま
す
。

人
権
週
間
で
は
、
平
成
18
年
度
啓

発
活
動
重
点
目
標
「
育
て
よ
う
一
人

一
人
の
人
権
意
識
―
思
い
や
り
の

心
・
か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に

ー
」
の
ほ
か

〇
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

〇
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

〇
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う

〇
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う

〇
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

〇
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

〇
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

〇
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

〇
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

を
強
調
事
項
と
し
、
日
頃
見
失
い
が

ち
な
人
権
に
つ
い
て
、
改
め
て
思
い

起
こ
す
よ
う
、
広
く
国
民
の
皆
さ
ん

に
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。

沼
田
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で

は
、
人
権
週
間
を
中
心
に
し
て
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の

で
お
気
軽
に
お
出
か
け
下
さ
い
。

片
品
村
の
相
談
所
は
次
の
と
お
り

開
設
さ
れ
ま
す
。

日
時
　
12
月
６
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
30
分

場
所
　
片
品
村
役
場

２
階
　
農
林
指
導
室

な
お
、
人
権
擁
護
委
員
の
自
宅
で

も
、
常
時
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

片
品
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の

方
で
す
。

星
　
野
　
幸
　
市

1

５
８
―
２
６
０
５

小
山
内
　
義
　
友

1

５
８
―
２
６
１
４

特
設
人
権
相
談
所
の
開
設

交
通
事
故
相
談
の
ご
案
内

交
通
事
故
に
よ
る
示
談
・
損
害

賠
償
請
求
の
し
か
た
や
調
停
、
訴

訟
な
ど
の
法
律
問
題
に
対
し
、
専

門
の
相
談
員
や
弁
護
士
が
無
料
で

公
正
・
中
立
な
立
場
か
ら
助
言
を

し
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

ま
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

群
馬
県
交
通
事
故
相
談
所

（
前
橋
市
大
手
町
一
―
一
―
一

群
馬
県
庁
23
階
）

1
０
２
７
―
２
４
３
―
２
５
１
１

電
話
で
の
相
談
も
出
来
ま
す
。

月
〜
金
（
祝
日
除
く
）

午
前
９
時
〜午

後
５
時
予
約
不
要

◇
弁
護
士
相
談

【
前
日
午
後
５
時
ま
で
に
要
予
約
】

原
則
と
し
て
毎
月

第
２
・
３
・
４
火
曜
日

午
後
１
時
〜
４
時

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

現
在
、
国
民
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
に
対
し
、
年
１
回
、
現
況
（
生
存
）
確
認
の

た
め
現
況
届
を
提
出
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
年
十
月
か
ら
の
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
現
況
確
認
の
実
施
に
伴
い
、
12
月
生
ま
れ
の
方
か
ら
現
況

届
の
提
出
は
原
則
と
し
て
不
要
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
方
は
こ
れ
以
後
も
現
況
届
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
社
会
保
険
庁
で
保
有
し
て
い
る
本
人
基
本
情
報
（
氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
住
所
）

と
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
情
報
が
相
違
し
、
住
民
票
コ
ー
ド
を

確
認
で
き
な
い
方
。

②
外
国
籍
（
外
国
人
登
録
）
の
方

③
外
国
に
居
住
し
て
い
る
方

ま
た
、
次
の
場
合
は
、
現
況
届
以
外
の
届
け
が
引
き
続
き
必
要
で
す
。

①
加
算
年
金
額
が
加
算
さ
れ
て
い
る
場
合
は
「
生
計
維
持
確
認
届
」

②
障
害
者
年
金
受
給
者
で
、
障
害
の
程
度
の
確
認
が
必
要
な
場
合
は
「
医
師
に
よ
る
診

断
書
」

な
お
、
提
出
が
必
要
な
届
出
は
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か
ら
受
給
者
の
皆
様
へ
送

付
さ
れ
ま
す
。

※
年
金
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
1
０
５
７
０
・
０
７
・
１
１
６
５
）
ま
た
は
渋
川
社
会
保
険

事
務
所
も
し
く
は
片
品
村
役
場
国
民
年
金
係
へ
お
願
い
し
ま
す
。

12
月
生
ま
れ
の
方
か
ら

現
況
届
の
提
出
が
原
則
不
要
と
な
り
ま
す
。

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の

方
は
群
馬
労
働
局
へ
ご
相
談
を

（
無
料
）

解
雇
、
労
働
条
件
、
退
職
勧
奨
、

い
じ
め
な
ど
労
働
に
係
る
紛
争
問
題

で
お
困
り
の
労
働
者
、
事
業
主
の
み

な
さ
ん
、
群
馬
労
働
局
で
は
県
内
５

ヶ
所
に
「
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」

を
設
け
、
労
働
分
野
の
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
応
じ
て
お
り
ま
す
。
紛
争
の
未

然
防
止
及
び
解
決
に
お
役
立
て
下
さ

い
。ま

た
、
簡
易
・
迅
速
な
紛
争
解
決

制
度
と
し
て
「
労
働
局
長
に
よ
る
助

言
・
指
導
制
度
」「
紛
争
調
整
委
員

会
に
よ
る
あ
っ
せ
ん
制
度
」
も
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◆
群
馬
労
働
局

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
群
馬
労
働
局
企
画
室
内
）

1
０
２
７
ー
２
１
０
ー
５
０
０
２

個
別
労
働
紛
争
解
決
制
度
の
ご
案
内

★ 集められた資源ごみは、今までは処分料を払って処分しても

らっていましたが、今は有価で買い取ってもらえます。皆さん

が資源ごみを燃やさずにきちんと出して頂けると村の財政は多

少ではありますが潤います。是非、資源ごみは燃やさずにきち

んと分別して出してください。

よりよい環境を引き継ぐために、だれでも今すぐできることは、

ごみをこれ以上出さない、資源をごみとして出さないことです。

現在、片品村では毎月第４土曜日にペットボトル・牛乳パック・

ダンボ－ル・新聞・雑誌類を回収しています。ところが、貴重な

資源になるはずの資源ごみがリサイクルされずにごみとして捨て

られているのが現状です。

分別してリサイクルしなければ自然環境に負担をかけるごみも、

分別することで貴重な資源になります。出したごみに命を吹き込

み、再活用する循環型社会を実現させるそれは、他でもない私た

ち一人ひとりの暮らし方一つにかかっています。

捨てないで!資源ごみ
《ごみを減らして、再利用するために一人ひとりでできること》

該
当
器
種
の
見
分
け
方
は
こ
ち
ら

日本司法支援センター「法テラス」は、法

的トラブルを解決するための情報やサービス

を全国どこでも受けられるよう、全国に50カ

所以上の事務所を置き、10月より以下の業務

を開始しています。

法的トラブルを解決するのにどのような方

法があるのかわからない、どこに相談すれば

よいのかわからない、といったときは、

法テラスコールセンター

までお気軽にお電話ください。

○情報提供　法的トラブルの解決に役立つ情

報の無料提供

○民事法律扶助　資力の乏しい方のための無

料相談や裁判費用などの立替え

○司法過疎対策　弁護士がいないなど法律サ

ービスを受けることが難しい地域での適切

な料金での法律サービスの提供

○犯罪被害者支援　被害者支援に詳しい弁護

士や支援団体などに関する情報の無料提供

○国選弁護関連業務　国選弁護人を確保し、

捜査から裁判まで一貫した国選弁護体制の

整備

法テラスコールセンター

（一般相談）0570ー078374

法テラスコールセンター

（犯罪被害者相談）0570ー079714

法テラスホームページ　　　　　

http://www.houterasu.or.jp

（コールセンター、ホームペーシ、とも、

10月2日からご利用いただけます。)

日本司法支援センター群馬地方事務所

1050ー3383ー5399

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ
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気
づ
い
た
ら
　
支
え
て

知
ら
せ
て
　
見
守
っ
て

児
童
虐
待
は
子
ど
も
に
対
す
る
重

大
な
権
利
侵
害
で
す
。
叩
く
音
や
子

ど
も
の
叫
び
声
、
不
自
然
な
泣
き
声

が
聞
こ
え
る
な
ど
、
あ
な
た
の
周
り

に
「
虐
待
を
受
け
て
い
る
の
で
は
？
」

と
思
わ
れ
る
子
ど
も
が
い
た
ら
、
迷

わ
ず
役
場
（
保
健
福
祉
課
）、
沼
田

保
健
福
祉
事
務
所
（
児
童
相
談
グ
ル

ー
プ
）、
中
央
児
童
相
談
所
ま
た
は

地
域
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
連

絡
（
通
告
）
を
し
ま
し
ょ
う
。

児
童
虐
待
は
、
あ
な
た
の
ま
わ
り

で
も
起
こ
り
え
ま
す
。
ま
わ
り
の
私

た
ち
が
気
づ
く
こ
と
、
知
ら
せ
る
こ

と
で
子
ど
も
を
救
え
ま
す
。
あ
な
た

の
行
動
が
、
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
第
一
歩
で
す
。

●
子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

の
５
か
条

１．
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷

わ
ず
連
絡
（
通
告
）
を
。

２．
「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は
言

い
訳
。
子
ど
も
の
立
場
で
判
断
。

３．

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
。
あ

な
た
に
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動

を
。

４．

親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場
。

子
ど
も
の
命
が
最
優
先
。

５．

虐
待
は
あ
な
た
の
ま
わ
り
で
も

起
こ
り
え
る
。

●
児
童
虐
待
と
は

・
身
体
的
虐
待

殴
る
、
け
る
、
や

け
ど
を
負
わ
せ
る
な
ど

・
性
的
虐
待

性
的
行
為
の
強
要
、

ポ
ル
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
被
写
体
に
す

る
な
ど

・
ネ
グ
レ
ク
ト

食
事
を
与
え
な

い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、
自
動
車

の
中
に
長
時
間
放
置
す
る
な
ど

・
心
理
的
虐
待

言
葉
に
よ
る
脅

し
、
無
視
、
き
ょ
う
だ
い
間
の
差
別

的
扱
い
な
ど

●
虐
待
の
連
絡
（
通
告
）

子
ど
も
を
守
る
こ
と
が
最
優
先
で

す
の
で
、
守
秘
義
務
違
反
に
問
わ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
連

絡
し
た
人
が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
連
絡
（
通
告
）
し
た
あ
と
は
、
ど

う
な
る
の
？

児
童
虐
待
の
相
談
（
通
告
）
を
受

け
た
相
談
機
関
は
、
各
関
係
機
関
と

連
携
し
て
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
情
報

収
集
や
親
子
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

危
険
が
大
き
い
と
き
は
、
児
童
相
談

所
で
子
ど
も
を
一
時
保
護
し
た
り
、

子
ど
も
を
施
設
に
入
所
さ
せ
た
り
し

ま
す
。

し
か
し
、
施
設
入
所
は
虐
待
へ
の

対
応
の
「
終
わ
り
」
で
は
な
く
、

「
始
ま
り
」
で
す
。
そ
の
後
も
、
各

関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
に

な
い
な
が
ら
、
親
子
の
支
援
と
見
守

り
を
続
け
ま
す
。

●
連
絡
（
通
告
）
先

役
　
場
（
保
健
福
祉
課
）

1
５
８
―
２
１
１
５

沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

1
２
３
―
２
１
８
５

中
央
児
童
相
談
所

1
０
２
７
―
２
６
１
―
１
０
０
０

1.募集対象
(1) 環境に配慮した街づくり、里づくりへの実践活動、工夫、提案など
(2) 地球環境や生態系を守るための実践活動、研究、提案など

2.応募資格
群馬県内の､営利を目的とする事業活動を行わない法人･団体ならびに個人。
なお、小・中・高等学校および特殊教育諸学校については、従来より群馬県
環境教育賞があり、当財団も後援しておりますので、賞の対象から除きます
が、学校関係者の応募は可能です。

3.応募方法
応募用紙（自由）に
(1) 応募者の名称（団体名又は個人名）、代表者の氏名（団体･法人の場合）
(2) 所在地(個人の場合は住所）、電話番号
(3) テーマを記入し、活動記録（5000字以内）と､写真･機関誌(紙)･研究報
告等の主な資料を添えて財団事務局へ提出してください。
なお、応募書類は返却いたしません。

4.応募期限
平成１８年１２月１８日（月）

5.賞の内容
平成18年度は､総額70万円､7点以内（1点10万円）を表彰いたします。

6.選考方法
平成１９年３月に、財団法人群馬銀行環境財団役員会で決定いたします。

7.問い合わせ先
〒371-0846前橋市元総社町１７１－１
財団法人群馬銀行環境財団事務局

担当都(たか)木(ぎ) 1027－255－6160

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
は
、
取

引
先
の
突
然
の
倒
産
が
原
因
で
、

経
営
悪
化
の
危
機
に
直
面
し
て
し

ま
っ
た
と
き
に
資
金
を
借
り
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、
中
小

企
業
を
守
る
た
め
に
国
が
つ
く
っ

た
共
済
制
度
で
す
。
無
担
保
・
無

保
証
人
で
、
積
み
立
て
掛
金
の
10

倍
の
範
囲
内
（
最
高
３
２
０
０
０

万
円
）
で
被
害
額
相
当
の
共
済
金

が
借
り
入
れ
可
能
で
す
。
毎
月
の

掛
け
金
も
税
法
上
、
必
要
経
費
ま

た
は
損
金
に
参
入
で
き
ま
す
。

詳
し
い
内
容
の
お
問
い
合
わ
せ

と
加
入
申
込
は
、
商
工
会
、
商
工

会
議
所
、
金
融
機
関
の
本
支
店
の

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済　
（
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
）　
の
ご
案
内

窓
口
で
取
り
扱
い
し
て
い
ま
す
。
制

度
の
運
営
は
、
独
立
行
政
法
人
中
小

企
業
基
盤
整
備
機
構
が
行
っ
て
い
ま

す
。問

合
わ
せ
先

独
立
行
政
法
人

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

経
営
安
定
再
生
部
　
共
済
普
及
課

1
０
３
（
５
４
７
０
）
１
５
４
０

1  1  
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

平成18年度「群馬銀行環境財団賞」募集要項
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教
育
委
員
会
で
は
、
村
民
の
文
化

的
教
養
を
高
め
得
ら
れ
る
よ
う
な
環

境
を
醸
成
す
る
支
援
と
し
て
、
ま
た

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー
の
活
用
事
業

と
し
て
映
画
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。今

回
上
映
す
る
「
川
の
流
れ
の
よ

う
に
」
は
、
老
人
た
ち
や
夢
を
失
い

か
け
た
青
年
が
ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
す

漁
村
が
舞
台
で
す
。
そ
こ
に
、
あ
る

雨
の
日
の
午
後
、
一
人
の
女
流
小
説

家
が
や
っ
て
き
て
岬
の
一
軒
家
で
生

活
を
は
じ
め
た
事
か
ら
始
ま
り
ま

す
。女

流
小
説
家
の
明
る
い
笑
顔
と
生

き
る
事
へ
の
ひ
た
む
き
さ
は
、
人
々

に
勇
気
と
希
望
を
与
え
生
き
る
喜
び

を
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
女
流
小
説
家
を
、
昭
和
を
代

表
す
る
女
優
・
森
光
子
が
37
年
ぶ
り

の
映
画
主
演
で
熱
演
し
て
い
ま
す
。

「
人
生
は
地
図
の
な
い
道
だ
か
ら
、

一
所
懸
命
に
生
き
た
分
だ
け
す
ば
ら

し
い
」
と
、
奥
深
い
演
技
で
私
た
ち

に
訴
え
か
け
て
く
れ
ま
す
。

共
演
者
は
田
中
邦
衛
、
滝
沢
秀
明
、

近
藤
真
彦
、
三
崎
千
恵
子
を
は
じ
め

と
し
て
豪
華
な
キ
ャ
ス
ト
で
お
く

る
、
こ
の
「
川
の
流
れ
の
よ
う
に
」

を
、
是
非
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ

い
。な

お
入
場
料
は
無
料
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
隣
近
所
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
多
数
の
皆
様
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時12

月
１
日
（
金
）

開
場
　
午
後
６
時

上
映
　
午
後
６
時
30
分

場
所片

品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

入
場
料
　
　
　
無
　
料

国
税
庁
で
は
毎
年
11
月
11
日
か
ら

17
日
ま
で
を
「
税
を
考
え
る
週
間
」

と
定
め
、
今
年
度
は
「
少
子
・
高
齢
社

会
と
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
広
報
活
動

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
機

会
に
税
と
少
子
・
高
齢
社
会
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

税
は
私
達
が
健
康
で
豊
か
な
生
活
を

す
る
た
め
に
、
国
や
地
方
公
共
団
体
が

行
う
活
動
の
財
源
で
あ
り
、
私
た
ち
が

社
会
で
生
活
す
る
た
め
の
、
い
わ
ば

「
会
費
」
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
そ
の

「
会
費
」
で
支
え
ら
れ
て
い
る
私
達
の

社
会
は
少
子
・
高
齢
化
に
よ
り
、
昨
年

（
平
成
17
年
）
に
は
、
明
治
32
年
に
人

口
動
態
統
計
を
取
り
始
め
て
以
来
、
総

人
口
が
減
少
に
転
ず
る
「
人
口
減
少
社

会
」
が
到
来
し
ま
し
た
。
こ
の
傾
向
が

続
く
と
百
年
後
の
総
人
口
は
現
在
の
約

半
分
と
な
る
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
人
口
の
高
齢
化
も
進
み
３
人
に
１

人
が
65
才
以
上
に
な
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
で
は
、

労
働
力
人
口
の
減
少
や
、
年
金
・
医
療

な
ど
の
社
会
保
障
関
係
機
関
の
増
大
が

見
込
ま
れ
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
財
源
と

な
る
税
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な

り
ま
す
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
税
の
果
た
す

役
割
を
理
解
し
、
公
的
サ
ー
ビ
ス
と
負

担
を
ど
の
よ
う
に
選
択
す
る
か
を
含
め

て
、
税
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

「
税
を
考
え
る
週
間
」

映画

「川の流れのように」
上映のお知らせ

“納
期
内
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
”

映画

「川の流れのように」
上映のお知らせ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ
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「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
印
刷
／
笠
原
印
刷

生まれてくる子が女の子だったら名前の一文

字に｢な｣を使いたいと思っていました。女性の

名前の｢な｣という響きがとても綺麗で可愛らし

く感じられたからです。いくつかの候補を挙げ

お腹の中にいる時に毎日呼びかけている間に

｢なつき｣という名前の呼びかけに一番良く答え

てくれたので画数も良い菜月にきめました。

第一に心身共に健やかでいてほしいと思います｡そして元気で明るく誰にも

思いやりを持って接することの出来る優しい女性になってほしいと思います。

■父：道夫 母：一子さん
■何処へお勤めですか：沼田市ぬまた東保育園で働いていま
す。

■趣味は何ですか：バスケです。あと、最近は洗濯にハマって
います。

■片品をどう思いますか又､どうしたいですか：自然がいっぱ
いでとても落ち着ける場所だと思います。これから先もずっ

と居心地のいい片品村であってほしいと思います。

■好きな異性のタイプ：優しく、明るく笑顔のカワイイ人が理
想です。

■村民の方へメッセージをお願いします：これからもお世話に
なります。

菜月ちゃん（H17.11.12生）
入澤高也　紀子さん（越本）のお子さん命名

将来どんな人になってほしいですか

実りの季節に生まれたこと､｢みう｣という

響きを気に入った事。そして、お腹の中で

段々と大きくなり産まれてくれたという喜

びの気持ち、実り多き人生であってほしい

という願いを込めて命名しました。

心身ともに健康で、明るく人に愛されるような女性。また、他の人も思

いやれるような気持ちをもった人になってほしいです。

実生ちゃん（H17.11.1生）
千明義栄　留理子さん（東小川）のお子さん命名

将来どんな人になってほしいですか

９
月
19
日

10
月
20
日

★
生
ま
れ
た
赤
ち

ん
　
２
人

高
橋
　
　
卓
也
　
女
　
優
菜

ゆ

う

な

下
平

田
邊
　
　
明
宏

女
　
瑠
南
る

な

土
出

★
婚
姻
さ
れ
た
方
方
　
１
組

金
子
　
　
浩
　
　
沼
田
市

白
倉
　
和
子
　
　
花
咲

11
／
19

か
た
し
な
音
楽
祭

（
文
化
セ
ン
タ

）

12
／
１
　
村
民
映
画
会

（
文
化
セ
ン
タ

）

交
通
情
報
（
冬
期
通
行
止
）

11
／
13

水
上
・
片
品
線

11
／
13
Ｒ
４
０
１
戸
倉
交
差
点

12
／
25

丸
沼
高
原

ス
キ

場
入
口

11月18日（土）月夜野病院
19日（日）内田病院
23日（木）国立沼田病院
25日（土）国立沼田病院

12月2日（土）利根中央病院

3日（日）月夜野病院
9日（土）内田病院
10日（日）国立沼田病院
16日（土）沼田脳神経外科
17日（日）利根中央病院

◆休日の病院◆（緊急時）

納期は11月30日（木）です
●口座振替の方は事前に残高確認を!●

今月の 
　納期は 
今月の 
　納期は 

星野
ほ し の

真紀子
ま き こ

さん 東小川（22才）

国民健康保険税
固 定 資 産 税
水 道 料

第 8 期
第 4 期
第 4 期

ミ
ニ
情
報

善
意
善
意

ミ
ニ
情
報

で
も
家
で
も
勉
強
す
る
時
間
も
な
く
本

も
な
く

ま
る
で
お
し
ん
の
時
代
の
よ

う
で
あ

た

あ
れ
か
ら
四
十
数
年

当
時
を
偲
ん

で
川
崎
の
空
の
下
で
こ
の
文
を
書
き
ま

し
た

最
後
に

私
の
小
さ
な
人
生
計

画
を
書
き
添
え
て
終
わ
り
に
い
た
し
ま
す

花
咲
を
出
て
東
京
で
働
き

数
年
後

か
ら
酒
と
タ
バ
コ
を
控
え
て
一
日
五
百

円
節
約
し
て
貯
金
す
る
こ
と
に
し
た

一
年
間
で
十
八
万
二
千
五
百
円
と
な

り

私
が
七
十
才
ま
で
生
き
た
と
し
て

五
十
年
間
で
約
元
金
九
百
十
三
万
円
と

な
る

複
利
計
算
で
元
利
合
わ
せ
て
三

千
万
円
近
く
な
る

七
年
前
そ
の
利
息

の
一
部
百
万
円
を
花
咲
へ
寄
付
を
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
が

あ
と
二
十
年
私

の
体
が
健
康
で
家
族
に
異
変
が
な
い
限

り
今
度
は
一
千
万
円
位
の
寄
付
が
出
来

る
予
定
で
す

※
以
上
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た

文
中
に
あ
り
ま
す
１
千
万
円
の
寄
付
は
平
成
11

年
11
月
に
頂
い
て
い
ま
す

寄
付
金
２
０
０
万
円

花
咲
出
身
で
神
奈
川
県
川
崎
市
在
住

の
星
野
徳
夫
さ
ん
か
ら
教
育
振
興
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し

た

徳
夫
さ
ん
は
以
前
に
も
多
額
の
寄

付
を
な
さ
れ
ま
し
た

ご
厚
意
に
感
謝

申
し
上
げ
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す

ま
た

同
氏
の
善
意
に
対
す
る
お
気

持
ち
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た

し
ま
す

“
片
品
南
小
学
校
の
あ
ゆ
み
（
昭
59
年

発
行
）
か
ら
抜
粋
”

や
が
て
私
達
も
卒
業
し
て
鎌
田
の
中

学
校
へ
行
く
の
で
あ
る
が

全
く
学
校

★
亡
く
な
ら
れ
た
方
　
６
人

星
野
　
ミ
チ
　
88
歳
　
花
咲

萩
原
　
武
一
　
78
歳
　
築
地

長
谷
川
久
子
　
71
歳
　
花
咲

風
間
ゑ
み
子
　
74
歳
　
東
小
川

佐
藤
貞
治
郎
　
90
歳
　
花
咲

森
田
　
靖
子
　
67
歳
　
鎌
田

（

星野徳夫さん

み　う

なつき




